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得られた立木密度の分布図を元に、三区分の数がバランス良くなるよう標本調査区を選

定する。この際、地形的な特徴も参考にし、収穫区域内において標高の高い場所と低い場

所を含め、等高線に斜行するよう（尾根のみ、谷のみにならないよう）に方向を傾ける。10m
幅の 1ラインが理想であるが、検討によっては複数ラインの選定や、幅の調整も行う。

選択の際は、「レイヤ」で対象となる「カウント」を選択した後、「地物の選択」機能

を使うが、このとき「Shift キー」を押しながらひとつずつクリックしていくことで、斜
めの範囲も選択できる。もしくは「フリーハンドによる地物選択」を使うと良い。

標本調査区の設定

Shiftキー＋クリック
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また、標本調査区で抽出される立木の本数は、全体の本数に対して事前に設定した抽出

率を満たす必要がある。任意のグリッドを選択した状態で、「カウント」を右クリックし、

「エクスポート」→「選択地物の保存...」をクリックする。

表示されるウィンドウでは、「形式」に「カンマで区切られた値（CSV）」を選択し、「フ
ァイル名」に任意の場所・名前を指定する。「保存されたファイルを地図に追加する」の

チェックを外し、「エクスポートするフィールドとエクスポートオプションの選択」は

「NUMPOINTS」のみにし、「OK」を押す。
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任意の場所・名前で保存された CSV ファイルを Excel で開くと、先ほど選択していた
グリッド内の立木本数（＝ NUMPOINTS）のみが縦一列に表示される。「SUM 関数」等を
使い、その合計を算出すれば選択中のグリッドに含まれていた立木本数の総計がわかる。
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選択が完了したら、標本調査区のみのシェープファイルを作成する。まずは「地物のコ

ピー」を行う。

次に、「新規シェープファイルレイヤ」をクリックし、「ファイル名」に任意の場所・

名前を指定。「ジオメトリタイプ」は「ポリゴン」を選択し、「OK」を押す。
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「レイヤ」において新しく作成したシェープファイルを選択した状態にし、「編集モー

ド切替」→「地物の貼り付け」→「編集モード切替」→「保存」の順に操作する。

これによって、標本区を示したシェープファイルが作成できた。これを任意の GNSS
機器等に読み込ませ、標本調査の資料とする。
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【GNSS機器への読み込ませ例】

また、「線の長さを測る」「角度を測る」といった機能を使えば、コンパス測量の測点

と標本調査区との位置関係をおおよそ把握することが可能である（区域線はアフィン変換

を挟んでいるので厳密なものではないことに注意）。
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５，標本調査

作成した GNSS データや、測点 X からの方位・距離等の情報を改めて整理し、設定し
た標本調査区を現地で再現できるよう準備・打ち合わせを行う。

標本調査区を現地で再現し、区域内の全立木に対して、胸高直径・樹高・品質区分の調

査を行う。

また、このときオルソ画像から確認できてないであろう被圧木（樹冠未到達）の確認も

行う。次の写真は、それらの一例である。これら示した樹木は、オルソ画像上で確認する

際、樹冠が重なる等して立木として視認できていない可能性が高いものである。他にも、

根元で二叉に分かれている（立木調査としては別個に数える対象）が、樹冠が一体となり 1
本の立木としてしか視認できない場合等もあり得る。こういったものを調査時に数え、オ

ルソ画像から抽出できた立木本数に対して補正を行うことで、収穫区域の本数を求めるこ

とが可能になる。

非被圧木に関して、設定した標本調査区の予定本数と大きく異なる場合は、標本調査区

の再調整を現地で行う（拡幅・縮小）。

標本調査区の位置情報整理

標本調査の実施
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被圧木補正した「補正後の立木本数」となるように標本調査区の標本木情報を一般材、

低質材毎に整理し本数比例させ、取りまとめる。

６，復命書調製

規定様式に合わせた復命書を調製する。

（以上）

集計と材積算出

復命書調製
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